
 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社クラレ 

2023 年度決算説明会 

説明者 

代表取締役社長 川原 仁 

代表取締役・専務執行役員 経営企画室担当 多賀 敬治 

 

2024 年 2 月 8 日 

 



 
 

1 
 

 

川原：社長の川原でございます。本日はお忙しいところ、クラレグループの決算説明会にお越しい

ただきまして誠にありがとうございます。 

2023 年度の決算説明を始めさせていただきます。 

23 年度は、欧州では金融引き締めの継続による経済活動の停滞、一方中国では不動産市場の低迷

などによる成長の鈍化、加えて、各地における地政学リスクの緊張などにより、年後半にかけて景

気の減速傾向が強まりました。当社においても、セグメントや事業によって状況の違いはあります

が、影響を受けております。 

この結果、スライドで示しておりますように、売上高は前期比 246 億円増の 7,809 億円、営業利

益は 117 億円減の 755 億円、当期純利益は 119 億円減の 424 億円となりました。 

なお、為替および原燃料の実績は資料にお示ししてある通りです。 



 
 

2 
 

 

このスライドでは、営業利益の増減要因を全社のまとめとしてお示ししております。 

数量につきましては、景気減速により販売数量の減少や生産調整により 245 億円の減益要因とな

りました。 

一方で、高付加価値品へのシフトなどにより、売値・構成は 382 億円の増益要因になりました。

また前期に比べて、原燃料価格が落ち着いたことなどにより、原燃料・為替は 148 億円の増益要

因となっております。その他につきましては、在庫評価差額と、減価償却費等の経費増加の影響に

よって 402 億円の減益要因となっております。 
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このスライドでは、23 年度のキャッシュフローおよび主要な指標についてご説明をいたします。 

営業キャッシュフローは、運転資金の減少などにより、前期比 776 億円増加し、1,293 億円となり

ました。投資キャッシュフローはマイナス 632 億円。その結果、フリーキャッシュフローは 661

億円となりました。 

設備投資の受入ベースでは、前期比 53 億円減の 673 億円となりました。減価償却費は 117 億円増

の 772 億円、研究開発費は 18 億円増の 244 億円となりました。 
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このスライドでは、貸借対照表の資産の部を前期末と比較しております。 

流動資産は、現預金の増加および為替の影響などにより、178 億円の増加となりました。固定資産

は、円安で海外子会社の固定資産評価額が上がったことなどにより、152 億円の増加となりまし

た。 
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貸借対照表の負債、純資産の部をお示ししております。 

負債は、有利子負債の返済による減少などにより、347 億円の減少となりました。 

純資産は、円安により為替換算調整勘定が 407 億円増えた影響もあり、676 億円の増加となりまし

た。この結果として、自己資本比率は 22 年度末から 4 ポイント上昇し、56.9%となっておりま

す。 
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中期経営計画「PASSION 2026」で掲げた財務 KPI の 23 年度の実績をお示ししています。 

各 KPI の 23 年の実績は、ROIC は 6.2%、EBITDA は 1,526 億円、ROE は 6.2%という結果とな

り、ROE につきましては株主資本コストを下回る水準となりました。26 年の目標に向けて、事業

活動におけるキャッシュ創出力の向上に努めていくとともに、獲得した資金については成長分野へ

の投資に投入し、また株主還元についても充実を図ることで、資本効率を向上させていきます。 
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このスライドでは、中期経営計画「PASSION 2026」で掲げた課題について、23 年度の実績と 24

年度のテーマについてお示ししています。 

まず左側の 23 年度について。 

イソプレン、タイ拠点の安全立ち上げに注力し、その結果事故なく安全に立ち上げることができま

した。23 年度後半については事業環境が厳しく、立ち上げ初期の設備のトラブル対応などにも苦

戦しましたが、24 年度につきましては稼働率を上げ、早期の収益貢献を目指してまいります。 

23 年度は、高収益事業として成長が見込まれる〈ベクトラン〉や、歯科材料の生産能力増強を決

定しております。 

「３つの挑戦」につきましては、「機会としてのサステナビリティ」に関連して、ポートフォリオ

評価指標として導入した PSA の評価範囲を拡大いたしました。23 年度の実績につきましては現在

集計中ですが、評価対象の範囲は 26 年に最終目標としていた 80%に近づく見込みです。 

「ネットワーキングから始めるイノベーション」では、オートモーティブ、アグリカルチャー、ペ

ーパー&パッケージングといった産業領域に、サステナブル原料、リサイクルポリマー材料、金属

代替軽量化技術、あるいは材料といった当社が強みを発揮できる重点領域を掛け合わせて、イノベ

ーションの機会を探ってまいりました。現在は 20 を超えるビジネステーマを特定して、戦略的に

リソース配分を行っております。 
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また、グローバルエンゲージメントサーベイの結果を受けて、各部門でエンゲージメント向上施策

を立案し、実行に移しております。 

右側の 24 年度につきましては、まず成長投資としてアジアでの〈エバール〉新プラントの投資を

判断いたします。また、光学用ポバールフィルムを初めとする大型設備が立ち上がりますので、こ

れの早期安定稼働と収益貢献を目指します。 

「事業ポートフォリオの高度化」につきましては、コア事業への重点的な資源配分および縮小・撤

退事業の見極め、これをメリハリつけて進めてまいります。 

「３つの挑戦」については、Scope3 の排出削減目標設定と、SBT（Science Based Targets）の

認定申請を進めます。加えて、グローバルモビリティの本格運用を開始し、人材の最適配置を推進

してまいります。 
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このスライドと次のスライドで、24 年度の業績予想を示しております。 

経済環境につきましては、各地における地政学リスク、中国の景気低迷など不透明な状況が続くも

のの、インフレ圧力の緩和により金融政策の見直しが図られることで、年後半には緩やかに回復に

向かうことが期待されます。 

これらを踏まえ、24 年度は、売上高は 491 億円増の 8,300 億円、営業利益は 75 億円増の 830 億

円、当期純利益は 46 億円増の 470 億円をそれぞれ見込んでおります。なお、先ほどのスライドで

ご説明しました通り、これまで以上に踏み込んだ構造改革を予定しており、24 年度には構造改革

費用として一定程度の特別損失を織り込んでおります。 

設備投資額の決定ベースは 1,200 億円としており、24 年度に決定予定の〈エバール〉アジア新プ

ラントが含まれております。受入ベースにつきましては、光学用ポバールフィルムの建設が進むこ

となどにより、790 億円を見込んでいます。減価償却費については、米国での活性炭製造設備など

が稼働開始することにより、78 億円増の 850 億円。研究開発費につきましては、26 億円増の 270

億円となる見込みです。 



 
 

10 
 

 

24 年度の営業利益につきまして、23 年度対比の増減要因をお示ししております。 

24 年度は需要回復と、これに伴う生産数量増加により、数量が 264 億円の増益要因となる見込み

です。一方で、価格調整の影響などで、売値・構成は 128 億円、原燃料価格の上昇の影響によ

り、原燃料・為替は 79 億円の減益要因と見込んでおります。その他につきましては、在庫評価差

額が増益要因となるものの、減価償却費、経費の増加と相殺され、結果として 18 億円の増益要因

を見込んでおります。これらを合計して、全体では 75 億円の営業利益増益を見込んでおります。 
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中期経営計画「PASSION 2026」の株主還元方針につきましては、総還元性向 35%以上、1 株当た

り配当 40 円以上、自社株買いにつきましては弾力的に実施するとしております。 

23 年度の期末配当金は、1 株につき 25 円、中間に実施しました配当金 25 円と合わせた年間配当

金は 50 円とさせていただく予定です。この結果、23 年度の総還元性向は 39.4%となります。 

また、24 年度の年間配当は現時点では 50 円と予定しておりますが、増配、自社株買いを含めて株

主還元の充実を検討してまいります。 

以上、私より 23 年度の決算の概要についてご説明させていただきました。 

続きまして、代表取締役 専務執行役員の多賀より、セグメントの情報についてご説明をさせてい

ただきます。 
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多賀：セグメントの情報につきまして、私、多賀よりご説明申し上げます。 

このスライドでは、各セグメントの売上高および営業利益の実績を前期との比較でお示ししていま

す。 

ビニルアセテートと機能材料は増収増益となりましたが、イソプレンは大幅な減益、繊維は減収減

益となりました。 

 



 
 

13 

ここからは、セグメント別に事業の状況をご説明いたします。

最初はビニルアセテートセグメントです。当セグメントは前期比で増収増益となりました。各事業

の販売の状況は、右上に記載のコメントをご覧ください。

営業利益は前期比で 88 億円増加しました。需要減退や生産調整の影響により、数量は 121 億円の

減益要因となりました。一方で、高付加価値品へのシフトなどにより、売値・構成は 258 億円の

増益要因となり、原燃料・為替も 138 億円の増益要因となりました。また、在庫評価差額などの

影響を受け、その他は 187 億円の減益要因となりました。
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イソプレンセグメントです。当セグメントは前期比で売上高は横ばい、利益は大幅減となりまし

た。各事業の販売の状況は記載のコメントをご覧ください。 

営業利益は 151 億円の減益となりました。需要の低迷が継続したことや、生産調整の影響によ

り、数量は 35 億円の減益要因となりました。その他は、タイ拠点の減価償却費や経費が増加した

ことなどにより、115 億円の減益要因となりました。また、第 3 四半期にタイ拠点で定修を実施し

ましたが、定修期間が 1 カ月程度延びたことによる費用の増加、生産数量減の影響もございまし

た。 
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機能材料セグメントは、前期比で増収増益となりました。各事業の状況はコメントの通りです。 

数量は 23 億円の減益要因に、その他は在庫評価差額の影響や販管費など、経費の増加によって 50

億円の減益要因となりました。一方で、売値・構成は 65 億円の、原燃料・為替は 26 億円の増益

要因となりました。その結果、営業利益は 17 億円の増益となりました。 

事業別では、メタアクリルは需要回復の遅れや原燃料価格上昇などの影響により、年度を通じて苦

戦しましたが、メディカルおよび環境ソリューションは好調でした。 
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繊維セグメントです。当セグメントは、前期比減収減益となりました。各事業の状況は記載のコメ

ントの通りです。 

数量は需要低迷の影響を受け、66 億円の減益要因となりました。売値・構成は 52 億円の増益要因

となったものの、原燃料価格の上昇や在庫評価差額により、原燃料・為替、およびその他が減益要

因となり、セグメント全体では 49 億円の減益となりました。 
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このスライドでは、各セグメントの 24 年度の売上高および営業利益の予想を 23 年度実績との比

較でお示ししております。 

ビニルアセテートは減益の予想となっていますが、それ以外のセグメントは増益を予想しておりま

す。 
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このスライドでは、24 年度の営業利益予想の増減要因をセグメント別にお示しています。 

左側のビニルアセテートセグメントは、数量増による増益効果があるものの、価格改定や原燃料価

格上昇が減益要因となります。その他は、在庫評価差額が増益要因となる一方で、修繕費や減価償

却費等、経費の増加が減益要因となり、その他の合計では 65 億円の増益を見込んでおります。 

右側のイソプレンセグメントは、数量が 36 億円の増益要因となりますが、減価償却費の増加や在

庫評価差額の影響により、その他が 18 億円の減益要因となります。 
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機能材料セグメントは、活性炭の北米飲料水用途などが増えることにより、数量が 84 億円の増益

要因となります。一方で、新たに米国で稼働する活性炭製造設備の減価償却費の増加などがあり、

その他は 49 億円の減益要因となります。 

繊維セグメントは、販売数量増により数量が 48 億円の増益要因となりますが、価格改定などによ

り、売値・構成が 20 億円の減益要因となります。 

21 ページ目以降は、詳細計数情報となりますので、参考までにご覧ください。 

以上で説明を終わります。ありがとうございました。 
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